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～ 施策の大綱が目指すまちのイメージ ～

■快適に過ごせるまち

施策の大綱

　歴史文化の継承・活用

１．快適さを支える生活基盤の向上

　人々の暮らしにおける利便性向上に必要な都市機能と、自然や歴史文化などの魅力が調和した「快適に過ごせるまち」を目指します。

　公共交通網の充実

　安全・安心なまちづくりの推進

　低炭素・循環型社会の構築

　自然との共生

　歴史的風致を生かしたまちづくりの推進

　快適さを支える生活基盤の向上 　都市づくりの推進

　住環境の向上

　上下水道の充実

　道路の保全・整備

基本施策
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～ 施策の大綱が目指すまちのイメージ ～

■心と体の豊かさを感じられるまち

施策の大綱

　高齢者の地域生活支援の充実

　障がい者の自立と社会参加の促進

　学びによる生きがいの創出

　文化芸術の振興と文化交流の促進

　スポーツの推進

　健康づくり・地域医療の充実

２．健康で生きがいを持てる暮らしの充実

　人々が住み慣れた地域において、心身ともに健康で生きがいを持ちながら充実した生涯を過ごせる「心と体の豊かさを感じられるまち」を
目指します。

基本施策

　健康で生きがいを持てる暮らしの充実 　地域福祉力の向上
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～ 施策の大綱が目指すまちのイメージ ～

■活力のあるまち

施策の大綱

　農林業の振興

　まちづくり観光の推進

　広域的な交通拠点性の強化

　地域に根ざした商工業の活性化

３．交通拠点性を生かした都市活力の向上

　東西交通の要衝としての充実した交通基盤を生かし、広域的な連携・交流と、活発な産業が展開される「活力のあるまち」を目指します。

基本施策

　交通拠点性を生かした都市活力の向上 　企業活動の促進・働く場の充実
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～ 施策の大綱が目指すまちのイメージ ～

■豊かな子育てができるまち

施策の大綱

　安心して産み育てられる環境づくりの推進

４．子育てと子どもの成長を支える環境の充実

　亀山市ならではの充実した子育て支援と、質の高い教育に支えられながら、市全体が子どもたちの成長を見守る中で、「豊かな子育てがで
きるまち」を目指します。

基本施策

　子育てと子どもの成長を支える環境の充実 　子どもたちの豊かな学びと成長
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～ 施策の大綱が目指すまちのイメージ ～

■つながりと交流のあるまち

施策の大綱

　共生社会の推進

　市民参画・協働の推進と多様な交流活動の促進

５．市民力・地域力の活性化

　人と人がつながり、絆のある地域が自立しながら、多様な交流にあふれる「つながりと交流のあるまち」を目指します。

基本施策

　市民力・地域力の活性化 　自立した地域まちづくり活動の促進
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　財産・情報の適正な管理・活用

６．行政経営

基本施策

　行政経営 　職員の能力を生かせる組織力の強化

　持続性を保つ健全な財政運営
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第２次総合計画前期基本計画基本施策別総括　各施策進捗状況一覧表

大綱 ・ 基本施策 Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 合計 進捗率（※）

1．快適さを支える生活基盤の向上 4 74 29 1 0 108 69%

(1)都市づくりの推進 0 4 8 0 0 12 58%

(2)住環境の向上 0 6 2 0 0 8 69%

(3)上下水道の充実 0 10 0 0 0 10 75%

(4)道路の保全・整備 1 8 1 0 0 10 75%

(5)公共交通網の充実 0 6 0 0 0 6 75%

(6)安全・安心なまちづくりの推進 0 16 7 0 0 23 67%

(7)低炭素・循環型社会の構築 2 5 3 1 0 11 68%

(8)自然との共生 1 6 3 0 0 10 70%

(9)歴史的風致を生かしたまちづくりの推進 0 5 2 0 0 7 68%

(10)歴史文化の継承・活用 0 8 3 0 0 11 68%

2．健康で生きがいを持てる暮らしの充実 1 59 24 1 0 85 68%

(1)地域福祉力の向上 1 7 3 1 0 12 67%

(2)健康づくり・地域医療の充実 0 11 6 0 0 17 66%

(3)高齢者の地域生活支援の充実 0 8 3 0 0 11 68%

(4)障がい者の自立と社会参加の促進 0 6 4 0 0 10 65%

(5)学びによる生きがいの創出 0 10 0 0 0 10 75%

(6)文化芸術の振興と文化交流の促進 0 10 5 0 0 15 67%

(7)スポーツの推進 0 7 3 0 0 10 68%

3．交通拠点性を生かした都市活力の向上 1 24 13 0 0 38 67%

(1)企業活動の促進・働く場の充実 0 5 1 0 0 6 71%

(2)地域に根ざした商工業の活性化 0 5 1 0 0 6 71%

(3)農林業の振興 0 4 7 0 0 11 59%

(4)まちづくり観光の推進 0 5 4 0 0 9 64%

(5)広域的な交通拠点性の強化 1 5 0 0 0 6 79%

4．子育てと子どもの成長を支える環境の充実 2 28 6 2 0 38 70%

(1)子どもたちの豊かな学びと成長 2 16 3 0 0 21 74%

(2)安心して産み育てられる環境づくりの推進 0 12 3 2 0 17 65%

5．市民力・地域力の活性化 1 20 10 1 0 32 66%

(1)自立した地域まちづくり活動の促進 0 5 3 0 0 8 66%

(2)市民参画・協働の推進と多様な交流活動の促進 0 7 6 0 0 13 63%

(3)共生社会の推進 1 8 1 1 0 11 70%

6．行政経営 1 16 10 1 0 28 65%

(1)職員の能力を生かせる組織力の強化 0 3 5 0 0 8 59%

(2)財産・情報の適正な管理・活用 0 5 3 1 0 9 61%

(3)持続性を保つ健全な財政運営 1 8 2 0 0 11 73%

合　　　計 10 221 92 6 0 329 68%

※進捗率＝（S×1.00＋A×0.75＋B×0.50＋C×0.25＋D×0.00）／施策数

　Ｃ：あまり推進できなかった

　Ｄ：推進できなかった

（100％～）

（　75％～100％）

（　50％～　75％）

（　25％～　50％）

（～25％）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

　Ｓ：大きく推進できた

　Ａ：推進できた

　Ｂ：まずまず推進できた

各施策の進捗状況
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前期基本計画　基本施策別成果指標一覧表（平成29年度～令和元年度）
現状値H27 H29 H30 R1 目標値

施策の大綱 基本施策 値 値 値 値 値

１．快適さを支える生活
基盤の向上

(1)都市づくりの推進 用途指定地域内の宅地面積
土地利用が効率的に行われている状況を把
握するため設定する。

ｈａ 674.9 677.2 677.6 678.1 682
近年の土地利用状況を踏まえ、適切な誘導等を行うこ
とにより、用途指定地域内の宅地面積を毎年１．２ｈａ
増加させることを目指す。

市街地再開発事業等が行われた件数
市街地の再開発が行われ活性化している状
況を把握するため設定する。

件 - 0 0 1 2
ＪＲ亀山駅前再開発をすすめることにより、２件の市街
地再開発事業が行われることを目指す。

公園等環境美化ボランティア活動団体数
市民が安全で快適な都市空間を確保する取り
組み状況を把握するため設定する。

団体 19 19 19 18 24 積極的な啓発等を行い、毎年１団体の増加を目指す。

(2)住環境の向上
あんしん賃貸住宅、高齢者向け賃貸住宅等の
登録戸数

住宅セーフティネットが確保されている状況を
把握するため設定する。

戸 4 18 - - 30
関係機関と連携した取り組みを行うことにより、高齢者
や障がい者に配慮された賃貸住宅の年間５件程度の
増加を目指す。

条例に基づく空き家の管理指導に対する是正
割合

空き家が適正に管理され、住環境が良好に保
たれている状況を把握するため設定する。

％ - 12 27 27 100
亀山市空家等対策の推進に関する条例に基づく適正
指導により、生活環境に悪影響を及ぼす全ての空家等
が是正されることを目指す。

空き家情報バンクの契約成立件数（累計）
空き家を活用した定住状況を把握するため設
定する。 件 8 9 11 14 30

空き家情報バンクの積極的な運用により、年間４件程
度の契約成立を目指す。

(3)上下水道の充実 上水道の有収率（北中勢水道を除く）
安定した水道事業が進められている状況を把
握するため設定する。

％ 89.2 90.8 91.2 88.8 92.6 ５年間で約３ポイント増加させることを目指す。

汚水処理人口普及率
生活排水処理が適切に行われている状況を
把握するため設定する。

％ 86.2 88 88.2 88.3 89.6
生活排水処理アクションプログラムの目標値を参考に
設定。

上水道事業の経常収支比率
水道事業会計が健全に運営されている状況を
把握するため設定する。

％ 109.07 108.59 120.39 122.92 110
一定の収益を確保し、施設の建設、改良、再構築を可
能とする財政基盤を目指す。

公共下水道事業の経常収支比率
公共下水道会計が健全に運営されている状
況を把握するため設定する。

％ 103.19 102.92 103.95 102.50 100
整備中である公共下水道事業の状況等を鑑み、経常
損益が生じない会計運営を目指す。

(4)道路の保全・整備 都市計画道路の整備率
市内の道路網が確保された状況を把握するた
め設定する。

％ 58.1 58.1 61.9 65.1 70
５年間で総延長２．５Ｋｍの市道を改良することを目指
す。

市道の改良延長
生活道路が改善された状況を把握するため設
定する。

ｋｍ - 0.17 0.17 1.07 2.5
厳しい経済状況の中でも、現状と同等の事業規模にお
いて道路改良を進めることを目指す。

橋梁の耐震化率
安全かつ適正に管理されている橋梁の状況を
把握するため設定する。

％ 45.5 46.4 48.2 51.8 50
年間１橋梁の耐震化を進め、道路交通者の安全を確
保することを目指す。

環境美化ボランティア団体数
地域に密着した安全な道路環境が確保されて
いる状況を把握するため設定する。

団体 9 10 11 13 14 積極的な啓発等を行い、毎年１団体の増加を目指す。

(5)公共交通網の充実 市内JR駅の乗車人員（1日平均）
市民生活に必要な公共交通が確保されてい
る状況を把握するため設定する。

人 3,402 3,489 3,549 3,490 3,400
減少傾向にあるＪＲの旅客乗車人員を利用促進に取り
組むことで、現状維持を目指す。

前期基本計画の位置付け
成果指標 設定の趣旨 単位 目標値の設定根拠
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現状値H27 H29 H30 R1 目標値

施策の大綱 基本施策 値 値 値 値 値

前期基本計画の位置付け
成果指標 設定の趣旨 単位 目標値の設定根拠

１．快適さを支える生活
基盤の向上

(5)公共交通網の充実
市コミュニティ系バス及び乗合タクシーの利用
者数

市民生活に必要な公共交通が確保されてい
る状況を把握するため設定する。

人 99,645 93,370 91,096 89,563 102,000
効果的な市コミュニティ系バスの再編と乗合タクシーの
運行により、合計で２,０００人の利用者増加を目指す。

(6)安全・安心なまちづ
くりの推進

自主防災組織結成率
地域における防災活動に取り組む体制が整っ
ている状況を把握するため設定する。

％ 83.8 84.0 82.1 81.4 87.7
市民の防災意識の向上や結成支援により、自主防災
組織結成率１００％を目指す。

木造住宅の耐震化率
都市の耐災害性が確保されている状況を把握
するため設定する。

％ 84.9 86.8 87.4 88.1 91.2 亀山市耐震促進改修計画を参考に目標値を設定。

火災出動に関する平均所要時間（覚知から放
水開始まで）

火災に対する適正な消防力が確保されている
状況を把握するため設定する。

分 12.53 15.12 19.41 13.45 12

所要時間の始点を従来の「出動指令」から「覚知」に変
更するとともに、消防施設の充実や人材育成等により、
火災出動に要する所要時間を１２分に短縮することを
目指す。

救急出動に関する平均所要時間（覚知から病
院収容まで）

救急に対する適正な消防力が確保されている
状況を把握するため設定する。

分 39.55 40.18 43.07 40.46 37

所要時間の始点を従来の「出動指令」から「覚知」に変
更するとともに、救急救命士の養成による救急体制の
強化や医療機関等との連携により、救急出動に要する
所要時間を３７分に短縮することを目指す。

交通事故死傷者数
市民が安全に暮らしている状況を把握するた
め設定する。

人 211 167 111 107 200以下 亀山市交通安全計画の目標値を参考に設定。

(7)低炭素・循環型社
会の構築

地球温暖化防止対策に関するイベント等への
参加者数

市民が地球温暖化防止対策を理解し、取り組
んでいる状況を把握するため設定する。

人 1,288 1,233 521 456 1,500
地球温暖化防止対策を推進し、５年間で２０％の参加
者数を増加させることを目指す。

ごみの資源化率
市民が循環型社会の形成に取り組む状況を
把握するため設定する。

％ 37.0 32.7 33.0 30.8 42.2
亀山市一般廃棄物処理基本計画の目標値を参考に
目標を設定。

１人１日当たりのごみ排出量
市民が循環型社会の形成に取り組む状況を
把握するため設定する。

ｇ/人・日 995 1,015 999 943 919
亀山市一般廃棄物処理基本計画の目標値を参考に
目標を設定。

(8)自然との共生 自然公園の利用者数
自然に親しめる環境が確保されている状況を
把握するため設定する。

人 13,717 10,520 8,465 9,154 20,000
市民の環境意識の高揚を図り、亀山里山公園と亀山
森林公園を併せ、延べ２０,０００人に利用してもらうこと
を目指す。

環境林整備面積
森林環境が保全されている状況を把握するた
め設定する。

ｈａ 1,187 1,382 1,452 1,532 1,700
過去の実績を踏まえ、年間１００haの森林整備を目指
す。

(9)歴史的風致を生か
したまちづくりの推進

東海道沿道における文化財公開施設年間見
学者数

東海道沿道の歴史資源を活用したまちづくりが
行われている状況を把握するため設定する。

人 54,082 40,499 35,931 46,010 67,500

歴史的な風致を生かしたまちづくりを進めることで、既
存施設の入館者数が5％増加すること、および関の山
車会館の開館および旧佐野家住宅の公開による増加
を目標に設定。

伝統的建造物群保存地区内の街道に面した
建造物の修理修景事業の完了率

関宿のまちなみ保存が進められている状況を
把握するため設定する。

％ 56.0 56.5 57.25 58.90 60.0
伝統的建造物群保存地区である関宿の保存修理・修
景の取り組みを進めることで、事業完了率を60％とす
ることを目標に設定。

(10)歴史文化の継承・
活用

国・県・市の指定等を受ける市内の文化財の
数

歴史文化の継承が行なわれている状況を把
握するため設定する。

件 132 133 133 135 135
文化財の適切な保存に努めることで、鈴鹿関を代表と
して国等の指定を受ける文化財数が3件増加すること
を目標に設定。

歴史博物館の利用者数
歴史文化を学び、地域で活用されている状況
を把握するため設定する。

人 11,561 11,314 11,062 11,080 13,000

地域・学校と連携した歴史博物館の活用の取り組みが
展開されることにより、歴史博物館の利用者が１５％増
加することを目標に設定。（博物館入館者数、出前授
業、移動展示、出前トークの総数）

２．健康で生きがいを持
てる暮らしの充実

(1)地域福祉力の向上 亀山市ボランティアセンターの登録者数
地域での支え合いの環境が整っている状況を
把握するため設定する。

人 751 697 641 755 900
現行の亀山市地域福祉計画の目標値と現状値を参考
に目標を設定。
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現状値H27 H29 H30 R1 目標値

施策の大綱 基本施策 値 値 値 値 値

前期基本計画の位置付け
成果指標 設定の趣旨 単位 目標値の設定根拠

２．健康で生きがいを持
てる暮らしの充実

(1)地域福祉力の向上
ふれあい・いきいきサロン活動及び子育てサロ
ン活動の設置団体数

地域での支え合いの環境が整っている状況を
把握するため設定する。

団体 60 88 114 123 90
今後、サロンの新設などを支援することにより、地域で
の支え合い体制を充実させていくという考え方に沿っ
て、目標値を設定。

生活保護世帯で就労能力・意欲のある者が就
労・増収となった世帯の割合

自立支援に向けた取り組みが行われている状
況を把握するため設定する。

％ 50.0 40.0 47.0 42.8 50以上 現状の水準以上に自立支援を行うことを目標に設定。

(2)健康づくり・地域医
療の充実

がん検診の受診率（肺がん）
市民の身体的な健康状態を把握するため設
定する。

％ 33.2 32.4 31.5 31.0 35
現状の受診率を踏まえ、ライフステージに応じた情報
提供等を行うことで、受診率を1.06倍向上させることを
目標に設定。

がん検診の受診率（胃がん）
市民の身体的な健康状態を把握するため設
定する。

％ 21.8 22.0 20.9 21.1 25
現状の受診率を踏まえ、ライフステージに応じた情報
提供等を行うことで、受診率を1.15倍向上させることを
目標に設定。

がん検診の受診率（大腸がん）
市民の身体的な健康状態を把握するため設
定する。

％ 32.9 30.2 29.6 29.0 35
現状の受診率を踏まえ、ライフステージに応じた情報
提供等を行うことで、受診率を1.07倍向上させることを
目標に設定。

医業収支比率
医療センターの事業運営状況を把握するため
設定する。

％ 77.6 82.4 83.9 86.5 99.8
今後策定予定の亀山市健康・医療推進計画の目標値
を参考に、目標を設定。

救急搬送の市内医療機関受入率
地域医療の体制が確保されている状況を把握
するため設定する。

％ 50.2 47.3 40.7 40.0 50以上
地域医療提供体制の構築に取り組むことで、現状値の
救急搬送の市内医療機関での受入率を維持すること
を目標に設定。

国民健康保険被保険者1人当たり医療費の増
加率（対前年度）

国民健康保険事業の運営状況を把握するた
め設定する。

％ 4.1 2.6 3.0 8.1 4.0以下
平成23年度から27年度までの医療費の平均増加率
３％に、高齢化による医療費増１％を加味して、目標
値を設定。

(3)高齢者の地域生活
支援の充実

在宅医療を実施する市内医療機関数
高齢者が安心して暮らせる環境が整っている
状況を把握するため設定する。

機関 9 10 10 9 15
現状値のホームケアネット関係機関に加えて、内科標
榜医療機関の80％が在宅医療を実施することを目標
に設定。

総合事業で高齢者に通いの場を提供する地
域の団体等の数

高齢者が安心して暮らせる環境が整っている
状況を把握するため設定する。

団体 - 100 112 119 30

平成29年度から開始する総合事業において、一般介
護予防事業介護予防普及啓発事業（鈴鹿亀山共通
事業）における地域での取り組み実施団体数を目標に
設定。

認知症初期集中支援チームの高齢者及びそ
の家族への支援件数

高齢者が安心して暮らせる環境が整っている
状況を把握するため設定する。

件 1 3 10 12 12
現状値を踏まえ、認知症初期集中支援チームによる
支援が1カ月当たり1件できるよう目標を設定。

(4)障がい者の自立と社
会参加の促進

就労移行支援の利用者数
障がいのある人が支援やサービスを受けられ
る環境が整っている状況を把握するため設定
する。

人 18 27 31 26 25
現在の利用状況や今後の利用見込みから推測して、
目標値を設定。

グループホームの利用者数
障がいのある人が支援やサービスを受けられ
る環境が整っている状況を把握するため設定
する。

人 29 34 27 37 45
現在の利用状況や今後の利用見込みから推測して、
目標値を設定。

(5)学びによる生きがい
の創出

市立図書館の入館者数
生涯学習の拠点である図書館の利用状況を
見ることで、読書活動の状況を把握するため
設定する。

人 104,474 101,783 102,247 97,685 120,000 ５年間で１５％の利用者を増加させることを目指す。

生涯学習講座の受講者数
生涯学習講座の受講者数を見ることで、幅広
い市民の学びの活動状況を把握するため設定
する。

人 25,320 24,185 22,106 23,098 27,850
５年間で１０％の講座受講者を増加させることを目指
す。

生涯学習人材バンクを活用した講座開催数
生涯学習講座等通じた育成された人材を活
用し、市民の主体的な学びの状況を把握する
ため設定する。

回 14 12 12 13 17 ５年間で２０％の講座開催を増加させることを目指す。
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２．健康で生きがいを持
てる暮らしの充実

(6)文化芸術の振興と
文化交流の促進

亀山市芸術文化協会の団体数
市民が文化芸術に親しみを持っている状況を
把握するため設定する。

団体 47 43 40 38 50
文化芸術活動の活性化に取り組むことにより、芸術文
化協会に、会員10名程度が所属する団体が3団体新
たに加盟することを目標に設定。

亀山市芸術文化協会の会員数
市民が文化芸術に親しみを持っている状況を
把握するため設定する。

人 728 637 616 511 750
文化芸術活動の活性化に取り組むことにより、芸術文
化協会に、会員10名程度が所属する団体が3団体新
たに加盟することを目標に設定。

文化会館自主文化事業にかかる年間入場者
数

市民が文化芸術に親しみを持っている状況を
把握するため設定する。

人 16,746 16,508 14,496 11,470 17,600
市民の文化芸術活動の利便性を高めることで、文化会
館の自主文化事業の年間入場者が５％増加すること
を目標に設定。

市主催の公募展への出演・出典者数
市民が文化芸術に親しみを持っている状況を
把握するため設定する。

人 2,341 1,515 1,100 1,108 2,500
市民や団体が積極的に文化芸術活動に関わる交流を
進めることで、公募展への出演・出展者数を現状より
５％増加することを目標に設定。

(7)スポーツの推進
市や団体等が主催するスポーツ教室・大会の
参加者数

市民がそれぞれの状況に応じてスポーツに取
り組んでいる状況を把握するため設定する。

人 19,900 24,158 26,211 23,739 21,000
市民が積極的にスポーツ活動に関わる機会を提供す
ることで、教室や大会等への参加者数を現状より5％
増加することを目標に設定。

市内の主な運動施設の利用率
市民がそれぞれの状況に応じてスポーツに取
り組んでいる状況を把握するため設定する。

％ 72.0 72.1 74.1 75.6 78.0
市民が快適にスポーツに取り組めるよう、施設の利便
性の向上を図ることで、主な運動施設の利用率を現状
より毎年度1％増加させることを目標に設定。

スポーツ関連団体の構成者数
市民がそれぞれの状況に応じてスポーツに取
り組んでいる状況を把握するため設定する。

人 4,754 5,790 5,499 5,032 5,000
スポーツに関する情報提供や指導者の育成等により、
スポーツ関連団体の構成者数を現状より5％増加する
ことを目標に設定。

３．交通拠点性を生か
した都市活力の向上

(1)企業活動の促進・働
く場の充実

企業立地・事業拡張件数
製造業を中心に企業活動の状況を把握する
ため設定する。

件 - 0 1 1 10
産業基盤が整備される背景や奨励制度の活用により、
年間２件の企業立地又は事業拡張を目指す。

製造品出荷額等の額
製造業を中心に企業活動の状況を把握する
ため設定する。

億円 10,495 11,766 9,613 10,339 11,200
国のＧＤＰ成長率の予測値を参考にして、目標値を設
定。

製造業の従業者数
製造業を中心に企業活動の状況を把握する
ため設定する。

人 9,701 10,088 10,235 10,119 10,200
製造業の平均事業者数を参考に、５年間で５００人の
従業員数の増加を目指す。

(2)地域に根ざした商工
業の活性化

都市拠点における空き店舗活用件数
地域に根ざした商業の取り組み状況を把握す
るため設定する。

件 - 0 3 5 5
空き店舗の活用を促進することにより、年間１店舗の出
店を目指す。

カメヤマ創業アシストのサポートを受けた創業
件数

新たな事業者が地域に根ざした事業活動に取
り組む状況を把握するため設定する。

件 - 5 8 9 30
関係機関と連携した創業支援により、年間６件の創業
を目指す。

(3)農林業の振興 新規認定農業者及び認定新規就農者の数
地域農業の維持・発展が図られている状況を
把握するため設定する。

人 - 0 3 6 10
地域農業の担い手の育成・確保を図ることにより、新規
認定農業者や認定新規就農者を年間２名確保するこ
とを目指す。

６次産業化や農商連携に取り組む認定農業者
数

農産物の付加価値を高める取り組み状況を把
握するため設定する。

人 10 10 10 10 15
農畜産物の付加価値向上への取り組みを支援すること
により、６次産業化や農商連携に取り組む認定農業者
が年間１名増加することを目指す。

利用間伐施業面積
林業事業体の事業活動の状況を把握するた
め設定する。

ｈａ - 74.35 151.86 199.8 300
過去の実績を踏まえ、林業事業体が年間６０haの森林
整備を行うことを目指す。

(4)まちづくり観光の推
進

主要観光施設入込客数
来訪者が本市の魅力に共感し、交流している
状況を把握するため設定する。

人 306,650 248,902 235,411 213,350 368,000
効果的な情報発信や観光地の魅力の向上を図り、２
０％の入込客数の増加を目指す。

- 50 -



現状値H27 H29 H30 R1 目標値

施策の大綱 基本施策 値 値 値 値 値

前期基本計画の位置付け
成果指標 設定の趣旨 単位 目標値の設定根拠

３．交通拠点性を生か
した都市活力の向上

(4)まちづくり観光の推
進

関宿内の観光関連店舗数
観光地の商業機能が充実している状況を把握
するため設定する。

店舗 22 22 24 30 26
関宿における出店を促進し、５年間で４店舗の増加を
目指す。

まちづくり観光に関わる団体数
地域の魅力を生かした交流が行われている状
況を把握するため設定する。

団体 89 88 90 85 94
まちづくり観光の人材育成や活動支援により、まちづくり
観光に関わる団体が５団体増加することを目指す。

(5)広域的な交通拠点
性の強化

リニア中央新幹線亀山駅整備基金残高
リニア中央新幹線の市内駅整備に向けた備え
が行われている状況を把握するため設定す
る。

億円 15.5 16.5 17.0 17.5 20.0
計画的な積み立てを行い、基金残高を２０億円まで増
加させることを目指す。

４．子育てと子どもの成
長を支える環境の充実

(1)子どもたちの豊かな
学びと成長

コミュニティ・スクール実施校数
学校と地域が連携し、良好な教育環境が整え
られている状況を把握するため設定する。

校 3 3 6 9 8
毎年度１校ずつコミュニティスクールの認定を行うこと
を目指す。

保育室への空調機設置率（幼稚園）
幼稚園生活を送る園舎の環境が良好に保た
れている状況を把握するため設定する。

％ 25.0 25.0 25.0 100 100
前期基本計画期間内において、計画的に全学校の普
通教室に空調機を完備することを目指す。

普通教室への空調機設置率（小学校）
学校生活を送る校舎の環境が良好に保たれ
ている状況を把握するため設定する。

％ 36.2 44.3 49.7 100 100
前期基本計画期間内において、計画的に全学校の普
通教室に空調機を完備することを目指す。

普通教室への空調機設置率（中学校）
学校生活を送る校舎の環境が良好に保たれ
ている状況を把握するため設定する。

％ 50.0 50.9 100 100 100
前期基本計画期間内において、計画的に全幼稚園の
保育室に空調機を完備することを目指す。

学校評価アンケートにおける授業理解度（小学
校）

子どもの学習における自己肯定感を把握する
ため設定する。

％ 88 88.7 88.6 87.9 92
授業における指導改善などを行うことで、児童・生徒の
授業理解度を高めることを目指す。

学校評価アンケートにおける授業理解度（中学
校）

子どもの学習における自己肯定感を把握する
ため設定する。

％ 83 80.3 81.0 87.1 85
授業における指導改善などを行うことで、児童・生徒の
授業理解度を高めることを目指す。

学校評価アンケートにおける学校満足度（小学
校）

子どもの学校生活における自己肯定感を把握
するため設定する。

％ 91 91.5 91.0 91.0 92
学校生活環境の改善を図ることで、児童・生徒の授業
理解度を高めることを目指す。

学校評価アンケートにおける学校満足度（中学
校）

子どもの学校生活における自己肯定感を把握
するため設定する。

％ 91 88.3 83.9 92.6 92
学校生活環境の改善を図ることで、児童・生徒の授業
理解度を高めることを目指す。

(2)安心して産み育てら
れる環境づくりの推進

年間出生数
市民が安心して出産の希望を叶えている状況
を把握するため設定する。

人 455 371 411 343 465
若い世代の転入促進や子育て支援を行うことで、市民
の出産数の増加を目指す。

子育て支援センター利用者数
子育て支援センターを利用することで、子育て
に関する人とのつながりを持っている状況を把
握するため設定する。

人 34,932 35,224 33,638 29,639 37,000 毎年度１％の利用者数の増加を目指す。

低年齢児の待機児童数
需要が増加傾向にある低年齢児の保育環境
の状況を把握するため設定する。

人 6 3 6 15 0
保育サービスの環境を整えることで、低年齢児におい
ても待機児童を発生させないことを目指す。

５．市民力・地域力の活
性化

(1)自立した地域まちづ
くり活動の促進

地域まちづくり計画に基づき事業を展開する地
域まちづくり協議会の数

各地域の住民が地域まちづくり活動に取り組む
状況を把握するため設定する。

協議会 3 12 22 22 22

地域まちづくり活動に対する総合的な支援により、市内
すべての地域まちづくり協議会において地域まちづくり
計画が策定され、その計画に基づいた事業が実施され
ることを目標に設定。

地域活動拠点施設の年間利用者数
各地域の住民が地域まちづくり活動に取り組む
状況を把握するため設定する。

人 142,213 136,401 144,968 136,628 150,000
地域まちづくり活動が活性化され、地域活動拠点施設
の利用者数が５％増加することを目標に設定。
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５．市民力・地域力の活
性化

(1)自立した地域まちづ
くり活動の促進

ホームページにより情報発信している地域まち
づくり協議会の数

各地域の住民が地域まちづくり活動に取り組む
状況を把握するため設定する。

協議会 8 15 18 20 22
地域まちづくり活動に対する総合的な支援により、市内
すべての地域まちづくり協議会においてホームページに
よる情報発信が実施されることを目標に設定。

(2)市民参画・協働の推
進と多様な交流活動の
促進

かめやま若者未来会議の登録者数
多様な主体がまちづくりに参画している状況を
把握するため設定する。

人 35 43 50 56 60
若者世代の積極的なまちづくりへの参画を促すことによ
り、かめやま若者未来会議に毎年5名の新規登録者が
増加することを目標に設定。

市ホームページのトップページアクセス数
市民参画に向けて、情報通信手段を活用して
市民が情報を取得している状況を把握するた
め設定する。

件 588,177 689,387 652,745 693,453 620,000
ホームページのトップ画面で市民に分かりやすい情報
提供を行うことで、現状よりも５％のアクセス数の増加を
目標に設定。

協働事業提案制度の実施件数（累計）
協働によるまちづくりの取り組み状況を把握す
るため設定する。

件 22 23 25 28 27
近年の協働事業の実績を踏まえ、新たに協働事業で
実施される件数が毎年1件は確保されることを目標に
設定。

移住相談後の移住件数 移住交流の状況を把握するため設定する。 件 0 0 4 10 30
様々な機会を捉えて移住交流を促進することにより、5
年間で30件の移住を目標に設定。

(3)共生社会の推進 人権啓発イベント参画団体数
人権に関する市民意識の高まりを把握するた
め設定する。

団体 21 20 21 21 24
人権啓発を行うことで、人権啓発を目的としたイベント
の実行委員会等構成団体数（実行委員数）が3団体
増加することを目標に設定。

審議会等における女性の登用率
男女共同参画の意識の浸透と実現が図られ
ている状況を把握するため設定する。

％ 36.1 37.3 33.9 32.9 40.0
現状値および男女共同参画基本計画の目標値を踏ま
えて、現行計画の目標値である40％を目標に設定。

ワーク・ライフ・バランスに積極的な取り組みを
行う事業所数（累計）

男女共同参画の意識の浸透と実現が図られ
ている状況を把握するため設定する。

社 - 0 0 2 6
市内事業所等への働きかけを行うことで、「三重県男
女がいきいきと輝いている企業」認証を取得する事業
所が5年間で6社に増加することを目標に設定。

日本語教室の年間延べ受講者数
外国人住民の地域での暮らしに対する関心度
を把握するため設定する。

人 648 1,051 739 626 700
近年の教室の受講者数を踏まえて、受講者数が１０％
増加することを目標に設定。

６．行政経営
(1)職員の能力を生か
せる組織力の強化

人事評価制度における実績評価の評価点合
計（管理職平均）

成果を評価する実績評価の評価点をみること
で、行政マネジメントの状況を把握するため、
設定する。組織的な状況を見る観点から、全
職員ではなく、管理職のみを対象とする。

点 81.23 81.12 80.92 78.45 85 毎年度１％程度の向上を図ることを目指し、設定。

一人当たり年間有給休暇取得日数

職員の有給休暇取得日数を見ることで、職員
のワークライフバランスの状況の一側面を把握
する観点から設定する。

日 8.6 10.3 10.3 10.6 10 毎年度３％程度の向上を図ることを目指し、設定。

ストレスチェック制度における市役所全体の総
合した健康リスク

新たに制度化された職員のストレスの状況を
把握することで、職員のメンタル面の健康状況
を把握する観点から設定する。

点 91 95 94 93 90以下
現在のストレスリスクの高くない状況を維持することを目
指す。
１００点以上がストレスリスクの高い職場の基準

(2)財産・情報の適正な
管理・活用

施設の統廃合を決定した公共施設数（累計）
公共施設が効率的な管理に向けて、施設の
統廃合が進んでいる状況を把握するため設定
する。

施設 - 2 2 2 3
今後十分な検討を行いながら施設の統廃合を進め、５
年間で３施設の統廃合の決定を行うことを目指す。

オープンデータの公開データセット件数
市の保有するデータを有効に活用できる状況
を把握するため設定する。

件 0 0 38 41 20
オープンデータに積極的な取り組みを進める福井県鯖
江市の公開状況を目指す。

(3)持続性を保つ健全
な財政運営

市税収納率（現年度）
市の歳入の根幹である市税の収納状況を見る
ことで、財源確保の状況を把握するため設定
する。

％ 98.91 99.07 99.14 99.13 99.0以上
納税環境の充実とともに徴収体制の強化を図り、引き
続き、収納率の向上を目指す。

経常収支比率
毎年度の財政運営の健全性をみるため設定
する。

％ 86.9 86.7 86.5 88.1 85以下
今後、不透明な経済情勢が続く中にあっても、当該年
度の財政運営の健全性を維持させることを目指す。
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現状値H27 H29 H30 R1 目標値

施策の大綱 基本施策 値 値 値 値 値

前期基本計画の位置付け
成果指標 設定の趣旨 単位 目標値の設定根拠

６．行政経営
(3)持続性を保つ健全
な財政運営

将来負担比率
長期的視点から、市の実質的な負債の負担
状況を把握するため設定する。

％ - - - - 指数無しを維持
今後、不透明な経済情勢が続く中にあっても、長期的
な視点での財政運営の健全性を維持させることを目指
す。

資金不足比率が発生した会計数
市の各会計の経営状況が、健全に行われてい
る状況を把握するため設定する。

会計 0 0 0 0 0
今後、不透明な経済情勢が続く中にあっても、各会計
の健全性を維持させることを目指す。
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第２次総合計画前期基本計画　主要事業一覧表

※H29からR1までの決算額にR2予算額を加えた金額　（単位：千円）

施策の大綱 基本施策 施策の方向 総事業費 一般財源

01:快適さを支える生活基盤の向上 01:都市づくりの推進 01:計画的な都市づくりの推進 地籍調査事業 46,423 14,887

都市づくり戦略推進事業 17,818 17,818

住宅取得支援事業 9,750 9,750

都市マスタープラン策定事業 8,137 8,137

02:活力ある市街地の形成 亀山駅周辺整備事業 3,087,100 409,121

都市開発資金貸付金事業 150,000 18,800

04:公園・緑地の整備・利活用 西野公園改修事業（公園施設） 91,923 64,238

公園施設長寿命化計画策定事業 6,690 3,374

02:住環境の向上 01:良質な住宅の維持・確保 民間活用市営住宅事業 140,063 61,887

03:空き家の対策・利活用 空家等対策事業 8,719 5,907

空家等活用事業 18 18

03:上下水道の充実 01:安全でおいしい水の安定供給 水道生活基盤整備事業 386,978 386,978

水道施設耐震化整備事業 40,834 40,834

亀山・関テクノヒルズ給水機能強化事業 83,587 41,794

第４水源地区給水機能強化事業 182,452 182,452

坂下地区浄水場改良事業 71,174 71,174

事業名

H29-R2※施策体系
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※H29からR1までの決算額にR2予算額を加えた金額　（単位：千円）

施策の大綱 基本施策 施策の方向 総事業費 一般財源

事業名

H29-R2※施策体系

01:快適さを支える生活基盤の向上 03:上下水道の充実 01:安全でおいしい水の安定供給 水道施設台帳整備事業 30,155 30,155

02:生活排水対策の推進 公共下水道施設整備事業 2,392,787 87,255

下水道管渠長寿命化対策事業（みどり町、みずほ台地区） 244,048 15,189

農業集落排水施設機能強化事業 57,484 23,484

04:道路の保全・整備 01:幹線道路の整備 都市計画道路整備事業（野村布気線） 847,653 49,953

都市計画道路整備事業（和賀白川線） 109,643 52,643

02:生活道路の充実 狭隘道路後退用地整備事業 37,393 27,080

04:道路施設の適切な維持管理 橋梁長寿命化修繕事業 256,415 53,544

舗装老朽化対策事業 243,482 13,620

05:公共交通網の充実
01:地域公共交通を活用した交通ネット
ワークの強化

地域生活交通再編事業 458,469 422,293

02:公共交通機関の利便性向上と利用
促進

JR加太駅舎改修事業 3,669 3,669

06:安全・安心なまちづくりの推進 02:防災環境の充実 西野公園体育館空調設備整備事業（緊急防災事業） 86,886 486

03:自助・共助を基本とした防災対策の
推進

総合防災マップ・作成配布事業 11,690 6,690

ため池ハザードマップ作成事業 29,101 4,711

04:災害に強いまちづくりの推進 地震対策・木造住宅補強事業 126,046 41,569

橋梁耐震化補強事業 121,909 5,983

出屋排水路整備事業 62,852 62,852
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※H29からR1までの決算額にR2予算額を加えた金額　（単位：千円）

施策の大綱 基本施策 施策の方向 総事業費 一般財源

事業名

H29-R2※施策体系

01:快適さを支える生活基盤の向上 06:安全・安心なまちづくりの推進 04:災害に強いまちづくりの推進 長妻池耐震整備事業 14,572 4,000

ブロック塀等撤去支援事業 5,400 4,400

浸水対策計画策定事業 9,242 5,492

団体営ため池等整備事業 30,000 0

07:低炭素・循環型社会の構築 01:環境負荷の少ない社会の形成 環境関連計画改定等事業 9,670 9,670

02:ごみの減量化、リサイクルの推進 飛灰再資源化事業 159,986 159,986

03:廃棄物処理施設の適正管理 ごみ溶融処理施設大規模整備事業 391,140 97,940

し尿処理施設大規模整備事業 35,961 9,061

刈り草コンポスト化センター環境整備事業 127,813 91,713

08:自然との共生 02:森林・里山・農地の保全 森林環境創造事業 45,639 16,586

中山間地域等直接支払交付金事業 58,609 14,610

田園環境保全事業 14,591 14,591

みえ森と緑の県民税市町交付金事業 42,183 91

多面的機能発揮促進事業 59,299 14,875

森林経営管理事業 34,232 33,289

09:歴史的風致を生かしたまちづくりの推
進

01:東海道を基軸とした歴史的風致の維
持向上

東海道街道環境整備事業（布気小野線） 40,230 3,831

02:関宿伝統的建造物群保存地区の保
護の推進

伝統的建造物群保存修理修景事業 129,530 57,452
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※H29からR1までの決算額にR2予算額を加えた金額　（単位：千円）

施策の大綱 基本施策 施策の方向 総事業費 一般財源

事業名

H29-R2※施策体系

01:快適さを支える生活基盤の向上
09:歴史的風致を生かしたまちづくりの推
進

02:関宿伝統的建造物群保存地区の保
護の推進

「関の山車」会館整備事業 237,190 53,368

10:歴史文化の継承・活用 01:文化財の保存・継承と活用 鈴鹿関跡学術調査事業 7,810 5,117

02:健康で生きがいを持てる暮らしの充実 01:地域福祉力の向上
03:地域での助け合い・支え合いのしくみ
づくり

地域福祉力強化推進事業 29,000 7,310

04:低所得者への支援と自立支援の推
進

生活困窮者自立支援事業(自立相談支援事業等) 63,907 17,987

就学援助家庭オンライン学習支援事業 18,700 3,632

02:健康づくり・地域医療の充実 02:疾病予防と早期発見・治療の推進 特定健康診査・特定保健指導事業 93,531 37,916

がん検診推進事業 359,235 356,851

予防接種費用助成事業 49,860 49,860

03:地域医療提供体制の整備 三重大学亀山地域医療学講座支援事業 124,800 124,800

地域医療連携システム導入事業 17,186 8,594

04:医療センターの機能強化と経営健全
化

医療センター設備改修事業 98,362 11,662

03:高齢者の地域生活支援の充実 01:地域包括ケアの推進 介護保険地域支援事業（総合事業） 97,857 0

介護保険地域支援事業（任意事業） 88,375 0

地域包括支援事業（社会保障充実分） 73,015 0

地域包括支援センター運営事業 34,973 0

03:高齢者の生活と生きがいづくりの支援 高齢者タクシー料金助成事業 52,556 52,556

04:障がい者の自立と社会参加の促進 01:障がい者の自立支援 障害者総合相談支援センター事業 40,412 40,412
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※H29からR1までの決算額にR2予算額を加えた金額　（単位：千円）

施策の大綱 基本施策 施策の方向 総事業費 一般財源

事業名

H29-R2※施策体系

02:健康で生きがいを持てる暮らしの充実 04:障がい者の自立と社会参加の促進 01:障がい者の自立支援 障がい者（児）タクシー料金助成事業 12,388 12,388

02:障がい者の福祉サービスの充実 福祉医療費助成事業（心身障がい者） 488,691 427,211

05:学びによる生きがいの創出 01:地域へ生かせる学びの展開 地域人材キラリ育成事業 56,918 54,258

02:読書活動の推進 図書館整備事業 815,819 39,419

06:文化芸術の振興と文化交流の促進 02:文化交流の促進 かめやま文化年事業 39,674 36,674

03:文化の拠点づくり 文化会館等大規模改修事業 104,286 91,911

04:文化芸術活動の活性化 亀山薪能開催事業 0 0

07:スポーツの推進 02:スポーツの拠点づくり 西野公園改修事業（運動施設） 200,229 117,897

04:スポーツ文化の浸透 国民体育大会開催事業 9,107 9,107

全国高等学校総合体育大会開催事業 12,069 12,069

03:交通拠点性を生かした都市活力の向
上

01:企業活動の促進・働く場の充実 01:持続可能な産業構造の構築 産業振興奨励事業 142,480 142,480

亀山・関テクノヒルズ工業用水道整備事業 87,230 16,479

02:地域に根ざした商工業の活性化
02:多様な主体による一体的な取り組み
の推進

地域企業魅力発信・子どもの職業体験支援事業 1,200 1,200

03:市内事業者等の経営力の向上 亀山エール飯チャレンジ事業 18,000 18,000

亀山版持続化給付金支給事業 105,000 0

亀山市プレミアム付商品券事業 119,045 0

亀山市事業継続緊急支援事業 64,000 0

- 59 -



※H29からR1までの決算額にR2予算額を加えた金額　（単位：千円）

施策の大綱 基本施策 施策の方向 総事業費 一般財源

事業名

H29-R2※施策体系

03:交通拠点性を生かした都市活力の向
上

02:地域に根ざした商工業の活性化 04:新たなビジネスの創出 創業等支援事業 13,205 12,910

03:農林業の振興 02:農業経営の安定化 畜産競争力強化対策整備事業 66,260 0

04:林業経営の安定化 林業生産活動支援事業 55,289 42,530

04:まちづくり観光の推進 01:持続可能なまちづくり観光の推進 観光協会運営支援事業 69,852 69,852

02:観光地の魅力づくり 観光プロモーション推進事業 2,937 2,937

亀山７座トレイル整備・活用推進事業 6,450 6,450

05:広域的な交通拠点性の強化
01:リニア中央新幹線市内停車駅の誘致
の推進

リニア中央新幹線整備促進事業 7,818 7,818

リニア中央新幹線亀山駅整備基金積立事業 201,291 186,078

04:子育てと子どもの成長を支える環境
の充実

01:子どもたちの豊かな学びと成長 02:学びの環境の充実 中学校給食実施事業 160,406 160,406

井田川小学校校舎増築・給食室改修事業 243,194 107,411

川崎小学校改築事業 1,955,589 724,864

幼稚園保育室等空調機整備事業 29,963 9,793

普通教室等空調機整備事業（小学校） 191,059 35,441

普通教室等空調機整備事業（中学校） 50,674 4,279

03:子どもたちの育ちのための学びの展開 英語教育推進事業 101,183 99,041

情報教育推進事業（小学校） 384,727 177,825

情報教育推進事業（中学校） 179,843 83,876
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※H29からR1までの決算額にR2予算額を加えた金額　（単位：千円）

施策の大綱 基本施策 施策の方向 総事業費 一般財源

事業名

H29-R2※施策体系

04:子育てと子どもの成長を支える環境
の充実

01:子どもたちの豊かな学びと成長 03:子どもたちの育ちのための学びの展開 学校図書館支援事業 54,128 54,128

学力向上推進事業 18,577 17,846

05:すべての子どもの学びを支える教育
の推進

個の学び支援事業（幼稚園） 45,373 45,373

個の学び支援事業（小学校） 223,973 221,030

個の学び支援事業(中学校) 58,865 58,865

少人数教育推進事業 106,028 106,028

生活困窮者自立支援事業（学習支援事業） 10,234 6,327

02:安心して産み育てられる環境づくりの
推進

01:健やかに産み育てられるための支援
の充実

福祉医療費助成事業（子ども） 745,757 426,420

不妊・不育症治療費助成事業 21,537 17,558

かめやまげんきっこ育成事業 5,198 5,198

子育て世代包括支援事業 240,465 217,590

亀山版特別定額給付金給付事業 41,500 0

02:就学前教育・保育施設の再編・整備 認定こども園整備事業 0 0

04:仕事と子育てが両立できる環境づくり 放課後子ども教室推進事業 56,256 18,964

長期休暇子どもの居場所事業 14,440 9,058

放課後児童クラブ事業 613,390 244,219

05:出会い・結婚から定住への支援 婚活支援事業 5,911 4,344
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※H29からR1までの決算額にR2予算額を加えた金額　（単位：千円）

施策の大綱 基本施策 施策の方向 総事業費 一般財源

事業名

H29-R2※施策体系

05:市民力・地域力の活性化 01:自立した地域まちづくり活動の促進 01:地域まちづくり活動の活性化 地域まちづくり協議会支援事業 101,269 0

02:市民参画・協働の推進と多様な交流
活動の促進

01:市民参画・協働の推進 ホームページ情報発信事業 30,664 28,661

行政情報番組提供事業 100,749 100,749

若者交流推進事業 1,626 1,268

02:市民活動の活性化 市民活動応援事業 28,487 0

03:市民交流・地域間交流の促進 市制施行１５周年記念事業 9,849 9,849

04:移住交流の促進 移住交流促進事業 11,461 11,461

シティプロモーション推進事業 8,459 8,459

03:共生社会の推進 03:ワーク・ライフ・バランスの推進 ワーク・ライフ・バランス推進事業 1,621 1,452

06:行政経営 02:財産・情報の適正な管理・活用 01:行政情報の適切な管理 行政情報システム事業（住民情報系） 424,578 362,119

行政情報システム事業（内部情報系） 257,058 248,797

証明書等コンビニ交付事業 39,587 39,397

03:新庁舎建設の推進 新庁舎整備事業 17,248 17,248

03:持続性を保つ健全な財政運営
01:多様な手法による安定した財源の確
保

地価調査・地番図整備事業 62,880 62,880

21,499,258 8,601,889合　　計
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